
調達を取巻く環境変化
広がる対象、進む高度化、高まる責任

→ 経営貢献する機会の増大
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● CR 要求の高まり
● グローバル化の進展
● ライフサイクルの短縮化
● 安定調達に対する脅威

　　　　　　　↓

◆ より高い目標に向けた、より
　 高度な取組みが必要
　  ( 源流段階､戦略的 )

● 環境意識の高まり･環境規制への対応
● コンプライアンスへの意識の高まり

　　　　　　　↓

◆ 守るべきことを守れなかった /守ら
　なかった場合の影響が大きくなり、徹
　底を図ることの重要性が増大。
　(調達先における CSR遵守に対する
　管理責任を問われるようになった )

● 直接材の CR 行き詰まり感増大と
　 IT 発展による情報一元化の実現
● 外部調達費用の集約化方針

　　　　　　　↓

◆ 調達における管理対象の拡大


